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例
年

１
月

２６
日
は

「文
化
財
防
火
デ
ー
」

で
す
。
毎
年
こ
の

，
日
を
中
心
と
し
て
文
化
財
を

火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
全
国
各
地

で
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

戦
後
の
混
乱
の
中
で
、
経
済
的
基
盤
を
失

っ

た
文
化
財
の
所
有
者
が
そ
れ
ら
を
売
却
、
あ
る

い
は
放
置
す
る
と
い
う
事
態
が
各
地
で
お
こ

り
ま
し
た
。

昭
和

２４
年
１
月

２６
日
、
現
存
す
る
世
界
最

古
の
木
造
建
築
物
で
あ
る
法
隆
寺

（奈
良
県

生
駒
郡
斑
鳩
町
）
の
金
堂
が
炎
上
し
、
白
鳳

時
代

（
７
世
紀
半
ば
～
８
世
紀
初
め
）
の
壁

画
が
焼
損
し
ま
し
た
。
翌
年
に
は
、
金
閣
寺

（京
都
市
北
区
）
が
、
放
火
に
よ
り
焼
失
す

る
な
ど
、
貴
重
な
文
化
財
の
焼
損
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
件
を
契
機
に
、
火
災
な
ど
災
害

に
よ
る
文
化
財
保
護
の
危
機
を
深
く
憂
慮
す

る
世
論
が
高
ま
り
、
文
化
財
保
護
法
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
１
月
と
２
月
が
１
年
の
う
ち

で
最
も
火
災
が
多
く
発
生
し
や
す
い
時
期
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
法
隆
寺
金
堂
の
修
理
事
業

が
竣
工
し
た
翌
年
の
昭
和

３０
年
に
１
月

２６

日
を
「文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
ｃ

練
馬
区
で
も
、
火
災
に
備
え
、
練
馬
、
光

が
丘
、
石
神
井
の
各
消
防
署
や
地
域
の
防
災

組
織
に
よ
る
防
火
訓
練
を
各
管
内
の
寺
社
等

で
行
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
自
由
に
見
学
で
き
ま
す
の
で

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
日
時

・
場
所

０

１
月

２５
日

（火
）
午
前
９
時

３０
分
か
ら

・
長
命
寺

（高
野
台
３
１

１０
）

光
が
丘
消
防
署

・
氷
川
神
社

（氷
川
台
４
１

４７
）

練
馬
消
防
署

練 馬 区
教育委員会事務局

生 涯 学 習 課

(文 化 財 係 )

T176-8501

練馬区豊玉北 6121
Ъ 03(5984)2442

０
１
月

２５

日

・
妙
福
寺

・
愛
染
院

（火
）
午
前

１０
時
か
ら

（南
大
泉
５
１
６
）

石
神
井
消
防
署

（春
日
町
４
１

１７
）

練
馬
消
防
署

Ｃ
ｌ
月

２６
日

（水
）
午
前

ｌｏ
時
か
ら

。
南
蔵
院

（中
村
１
１

１５
）

練
馬
消
防
署

【
問
合
せ
】

文
化
財
係

本立寺 (関町北)放水の様子

わ
鴫
春
の
縄
文
展

２
日

２
日

（
ホ

）

～

２‐

日

（
日

）

区
役
所
本
庁
舎
ア
ト
リ
ウ
ム

正
面
入
口
西
側

区
内
に
は

‐２０
箇
所
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち

９０
箇
所
あ
ま
り
が
縄
文

時
代
の
遺
跡
で
す
。
縄
文
時
代
は
お
よ
そ

一

万
三
千
年
前
に
始
ま
り
、　
一
万
年
の
間
続
き

ま
し
た
。

今
回
は
、
区
内
の
縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら

出
土
し
た
土
器
や
石
器
を
展
示
し
ま
す
。
出

土
品
と
あ
わ
せ
て
、
土
器
の
出
土
状
態
な
ど

発
掘
調
査
の
様
子
や
縄
文
人
が
住
ん
で
い
た

竪
穴
住
居
跡
の
写
真
パ
ネ
ル
等
も
展
示
し
ま

す
。
ま
た
期
間
中
に
、
左
記
の
と
お
り
郷
土

資
料
調
査
員
が
解
説
を
行
い
ま
す
。

【展
示
解
説
】

①
２
月
２
日

（水
）
午
後
３
時
～
３
時
半

②
２
月

２‐
日
（月
）
午
前

Ｈ
時
～

１１
時
半

縄文土器

人ヶ谷戸遺跡 (大泉町二丁目)
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機
じ彫

惨

動

慶

申

堪

６０
日
に

一
度
巡

っ
て
く
る
庚
申
の
日
の

一牧
に
は
、
人
が
眠
る
と
体
内
か
ら
三
月
の
虫

が
抜
け
出
て
、
天
帝
に
そ
の
人
の
罪
を
報
告

に
行
き
寿
命
を
縮
め
る
と
い
う
教
え
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
防
ご
う
と
人
々
は
、
そ
の

日
は

一
晩
中
眠
ら
ず
に
過
ご
し
ま
し
た
。
こ

の
庚
申
待
の
習
俗

・
行
事
が
全
国
各
地
で
み

ら
れ
ま
す
。
練
馬
区
内
で
も
各
所
で
村
人
が

庚
申
講
を
結
び
、
庚
申
の
日
の
晩
に

一
堂
に

会
し
、
飲
食
し
て
夜
を
明
か
し
ま
し
た
。

庚
申
塔
と
は
、
こ
の
長
年
に
わ
た
る
庚
申

信
仰
を
記
念
し
て
各
地
に
造
立
さ
れ
た
石

塔

・
石
碑
な
ど
で
す
。
現
在
、
区
内
に
も

‐３０

基
余
り
の
庚
申
塔
が
残

っ
て
い
ま
す
。

◆
い
つ
ご
ろ
造
立
さ
れ
た
の
？

区
内
に
残
る
最
古
の
庚
申
塔
は
、
長
享
２

年

（
一
四
人
八
）
銘
の
あ
る
板
碑
で
、
庚
申

待
板
碑
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す

（左
写
真
、

区
指
定
文
化
財
）
。
昭
和

３０
年
に
春
日
町
で

発
見
さ
れ
、
現
在
は
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と

文
化
館
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
中
央
上
部
に

文
殊
菩
薩
を
意
味
す
る
梵
字

「
マ
ン
」
、
そ
の

下
に

「奉
申
待
供
養
結
衆
」
と
し
て
僧
侶
と

・２
名
の
俗
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

戦
国
時
代
の
初
め
頃
、
こ
の
地
域
で
人
々
が

結
衆
し
、
申
待

（庚
申
待
）
を
行

っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
の
後
、
区
内
に
残
る
一豚
押
塔
は
、
‐７０
年

余
り
を
経
た
江
戸
時
代
の
寛
文
３
年

（
一
六

六
三
）
の
も
の
で
す
。
そ
の
間
に
庚
申
待
の

習
俗
が
ど
の
程
度
の
広
が
り
を
み
せ
た
の
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

区
内
の
庚
申
塔
の
ほ
と
ん
ど
は
、
江
戸
時

代
に
造
立
さ
れ
た
も
の
で
す
ｃ
年
代
別
に
み

る
と
、
１７
世
紀
後
半
の
も
の
が

３６
基
、
１８
世

紀
前
半
が

４７
基
、
同
後
半
が

２３
基
、　
１９
世

紀
前
半
が
９
基
、
同
後
半
が
６
基
、
２０
世
紀

が
６
基
、
不
明
な
も
の
が
３
基
で
す
。
１７
世

紀
後
半
～

１８
世
紀
前
半
に
比
較
的
集
中
し

て
造
立
さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
一九
禄
・宝

永
年
間

（
三
ハ
人
八
～

一
七

一
一
）
の
約

２０

年
の
間
に
造
立
さ
れ
た
庚
申
塔
は

３９
基
残

さ
れ
て
お
り
、
当
時
庚
申
塔
の
造
立
ブ
ー
ム

が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
ど
こ
に
立

っ
て
い
る
の
？

区
内
の
庚
申
塔
の
現
所
在
地
は
、
寺
社
の

境
内
や
路
傍
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
寺
社
に

あ
る
庚
申
塔
に
は
、
本
来
所
在
し
た
路
傍
か

ら
移
転
し
た
も
の
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

庚
申
塔
は
、
旧
上
練
馬

・
下
練
馬
両
村
を

は
じ
め
と
し
て
、
区
の
東
部
に
比
較
的
多
く

所
在
し
ま
す

（左
の
図
参
照
）
。

こ
れ
は
江
戸
時
代
の
主
な
旧
道
が
交
錯
す

る
地
域
で
あ

っ
た
こ
と
と
関
係
し
た
と
思
わ

れ
、
実
際
に
下
練
馬
道

・
ふ
じ
大
山
道

・
埼

玉
道

。
新
井
薬
師
道
な
ど
の
旧
道
沿
い
や
辻

な
ど
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・８
世
紀
に
入
る
と
、
「右
　
か
わ
こ

へ
み

ち

（川
越
道
）
六
里
余
」
「左
　
た
な
し
ミ
ち

（田
無
道
）
三
里
」
の
よ
う
に
方
角
や
行
き

先
、
距
離
な
ど
を
刻
ん
だ
道
標

（道
し
る
べ
）

を
兼
ね
る
庚
申
塔
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
区
内

に
は
享
保
４
年

（
一
七

一
九
）
銘
の
も
の
（現

荘
厳
寺
、
元
は
早
宮
１
１
４４
）
を
初
見
と
し

て
２０
基
残
さ
れ
て
お
り
、
旧
道
沿
い
に
立
て

ら
れ
た
理
由
が
う
か
が
え
ま
す
。

◆
ど
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
の
？

庚
申
塔
は
、
様
々
な
形
態
を
し
て
い
ま
す

が

（次
頁
上
図
参
照
）
、
区
内
で
最
も
多
く
み

ら
れ
る
の
は
駒
型
と
笠
付
角
柱
型
で
す
。

駒
型
は
、
将
棋
の
駒
の
よ
う
に
上
部
が
山

形
で
す
。
寛
文
９
年

（
一
六
六
九
）
銘
の
も

の
を
初
め
と
し
て
５４
基
確
認
さ
れ
、
江
戸
時

代
か
ら
明
治

・
大
正
期
ま
で
、
時
期
を
問
わ

ず

一
般
的
に
造
立
さ
れ
た
形
態
で
す
。

笠
付
角
柱
型
は
、
角
柱
の
上
部
に
笠

（屋

根
）
を
の
せ
ま
す
。
寛
文
５
年

（
〓
全
ハ
五
）

銘
か
ら
寛
政

１２
年

（
一
人
○
○
）
銘
の
も
の

ま
で
４４
基
確
認
で
き
、
江
戸
時
代
に
多
く
造

立
さ
れ
ま
し
た
。
な
か
に
は
笠
の
上
に
宝
珠

な
ど
を
の
せ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
他
に
は
、
角
柱
型
が

１２
基
、
仏
像
の

背
後
に
光
背
を
造
る
光
背
型
が
８
基
、
板
碑

型
が
６
基
、
上
部
の
角
に
丸
み
を

つ
け
た
箱

型
が
２
基
、
自
然
石
を
用
い
た
も
の
が
３
基

三猿像 (下石神井 61
天祖神社の庚申塔)

(向 かつて

区内の庚申塔の現所在地と数

(江戸時代の村区分による)

錦 223ふ じ大山道沿い

右側面に「右 ふじ大山道」と刻む)
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あ
り
ま
す
。
ま
た
青

面
金
剛
立
像
を
丸
彫
り

し
た
珍
し
い
丸
彫
り
型
の
庚
申
塔
が
１
基
み

ら
れ
ま
す

（下
石
神
井
５
１
７
、
区
登
録
文
化

財
、
左
写
真
）
。

笠付角柱型      駒型

箱型

目

日̈

昌

図
――
旦̈

◆
彫
刻
さ
れ
て
い
る
の
は
何
？

庚
申
塔
に
は
、
主
尊

（祀
る
べ
き
神
仏
）

が
刻
ま
れ
ま
す
が
、
区
内
の
ほ
と
ん
ど
は
青

面
金
剛
で
９０
基
確
認
で
き
ま
す
。
こ
の
う
ち

角柱型

自然石

光背型

、`今年の庚申の日は 1月

5日 、3月 6日 、5月 5日 、

7月 4日 、9月 2日 、 11

月 1日 、12月 31日 です !卜
´

、__´ く́、、_´
′́/、 、、__´

′́)｀ ~`_´ ´́
′́

春日町 32
寿福寺

早暴日日丁4-16

(元は春日町 333)

青
面
金
剛
の
立
像
を
浮
き
彫
り
し
た
庚
申
塔

が

８７
基
、
「青
面
金
剛
尊
」
な
ど
文
字
の
み

刻
む
も
の
は
３
基
で
す
。
彫
像
の
多
く
は
邪

鬼
を
踏
む
形
を
と
り
、
他
に
は
上
部
に
日

・

月
、
下
部
に
三
猿

（見
ざ
る

。
聞
か
ざ
る

。

言
わ
ざ
る
）
や
二
羽
の
鶏
な
ど
が
彫
ら
れ
ま

す
。
三
猿
像
は
青
面
金
剛
が
な
く
と
も
彫
ら

れ

９８
基
の
庚
申
塔
で
確
認
で
き
ま
す
。

こ
の
他
に
は
地
蔵
菩
薩
を
主
尊
と
す
る
も

の
が
３
基
、
「庚
申
」
「庚
申
塔
」
な
ど
の
文

字
を
大
書
す
る
も
の
が

１６
基
あ
り
ま
す
。

◆
だ
れ
が
造
立
し
た
の
？

造
立
者
の
わ
か
る
庚
申
塔
は

‐２３
基
あ
り

ま
す
。
こ
の
う
ち
講
の
名
や
人
数
を
刻
む
も

の
が

４３
基
、
複
数
の
人
名
を
連
ね
て
刻
む
も

の
が

３７
基
み
ら
れ
ま
す
。
１７
世
紀
末
以
後
、

講
を
代
表
し
て
施
主

（願
主
）

一
人
の
名
を

刻
む
も
の
が
登
場
し

４３
基
確
認
で
き
ま
す
。

造
立
者
の
ほ
と
ん
ど
は
男
性
で
す
が
、
女

性
の
名
が
み
え
る
庚
申
塔
も
７
基
あ
り
ま
す
。

寛
文
７
年

（
一
六
六
七
）
銘
の
庚
申
塔

（中

村
３
１
１１
）
に
は
、
僧
侶
の
名
以
外
は
女
性

７
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
女
性
だ
け
の

講
の
存
在
が
う
か
が
え
ま
す
。

◆
区
の
指
定

・
登
録
文
化
財
は
あ
る
の
？

区
の
指
定

。
登
録
文
化
財
と
な

つ
て
い
る

庚
申
塔
は
６
基
あ
り
ま
す
。
指
定

・
登
録
の

名
称
と
所
在
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
》

「長
享
二
年
の
申
待
板
碑
」

（石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
）

《
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
》

「高
松
の
庚
申
塔
」
（高
松
２
１
３
）

「丸
彫
青
面
金
剛
庚
申
塔
」

（下
石
神
井
５
１
７
）

「林
稲
荷
神
社
の
庚
申
塔
」

（豊
玉
北
１
‐
７
林
稲
荷
神
社
）

「高
松
の
板
碑
型
庚
申
塔
」
（高
松
１
‐
２２
）

「谷
原
の
庚
申
塔
」
曾
田
士
見
台
４
１
３６
）

詳
細
に
つ
い
て
は
練
馬
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

丸彫 り型

土
支
田
地
蔵

引

っ
越
し
ま
し
た

昨
年

１０
月
、
「土
支
田
地
蔵
」
の
名
で
親

し
ま
れ
て
い
る
土
支
田
３
１
３８

の
地
蔵
菩
薩

立
像
が
、
区
画
整
理
の
た
め
、
土
支
田
地
蔵

前

の
交
差
点
の
角
か
ら
数
十
メ
ー
ト
ル
北

（土
支
田
２
１
３６
）

へ
移
転
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
世
話
人
８
名
に
よ

つ
て
新
築
さ
れ
た

お
堂
に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。

地
蔵
菩
薩
立
像
は
、
石
造
で
総
高

‐７５

ｃｍ
ヽ

像
の
高
さ

８０

ｃｍ
で
す
。
慶
応
元
年

（
一
人

六
五
）
頃
に
造
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
長

い
間
、
旧
道

「長
久
保
道
」
の
辻
に
立

っ
て

い
ま
し
た
。
移
転
し
た
今
も
花
が
供
え
ら
れ
、

地
元
の
方
々
に
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

新築されたお堂移転した地蔵菩薩立像

-3-
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苓
◆
発
掘
調
査
力‐
ら
わ
か
る
私
た
ち
の
歴
嗅

:8:

区
内
で
は

‐２０
箇
所
の
遺
跡
が
見

つ
か

つ

て
い
ま
す
。
個
人
住
宅
や
集
合
住
宅
の
建
設
、

道
路
拡
幅
工
事
等
の
場
所
が
遺
跡
に
該
当
し

て
い
る
場
合
に
は
、
文
化
財
保
護
法
第

９３
条

（公
共
事
業
の
場
合
は
第

９４
条
）
に
よ
る
発

掘
届
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
遺
跡
保
護

の
方
法
や
内
容
は
、
工
事
計
画
に
よ

っ
て
変

わ

つ
て
き
ま
す
。
遺
跡
が
消
滅
す
る
恐
れ
が

あ
る
場
合
、
事
前
に
試
掘
調
査
を
実
施
し
、

遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
本
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

調
査
に
よ
り
、
遺
跡
が
新
た
に
発
見
さ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
東
京
外
か
く
環
状
道

路
の
建
設
に
先
立
ち
、
大
泉
二
丁
目

・
三
丁

目
で
試
掘
調
査
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
新
た
な

遺
跡

「丸
山
東
遺
跡
」
が
発
見
さ
れ
、
弥
生

時
代
の
方
形

周

溝
墓
が
何
基
も
出
土
し
ま

し
た
。
主
体
部
か
ら
鉄
剣
や
首
飾
り
、
溝
か

ら
ほ
ぼ
完
形
の
弥
生
土
器
の
壺
が
出
土
し
ま

し
た
。
方
形
周
溝
墓
は
首
長
の
墓
と
い
わ
れ

て
お
り
、
出
土
し
た
土
器
は
、
底
が
打
ち
欠

か
れ
、
葬
送
儀
礼
に
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
外
か
ん
道
路
関
連
遺
跡

（
ヽ

１０
）

の
丸
山
東
遺
跡
の
方
形
周
溝
墓

一
括
遺
物
は
、

平
成

１６
年
に
東
京
都
の
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
自
子
川
の
低
地
部
か
ら
弥
生
～

古
墳
時
代
の
木
製
品
が
出
土
し
ま
し
た
。
静

岡
県

の
登
呂
遺
跡

で
み
ら
れ
る
よ
う
な
段

梯
子
な
ど
の
建
築
部
材
や
鋤
や
鍬
な
ど
の
農

耕
具
等
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
遺
跡
は
記
録
保
存
を
行
い
、

調
査
後
に
は
開
発
工
事
に
よ
り
消
滅
し
て
し

ま
い
ま
す
が
、
遺
跡
が
確
認
さ
れ
た
後
に
公

園
な
ど
と
し
て
埋
め
戻
し
保
存
さ
れ
て
い
る

遺
跡
も
あ
り
ま
す
。

公
園
と
し
て
残
し
て
い
る
の
は
、
石
神
井

町
五
丁
目
の
池
淵
遺
跡

（
ヽ

６４
）
、
石
神
井

台

一
丁
目
の
石
神
井
城
跡

（
ヽ

湖
ド
や
押
宮

一
丁
目
の
早
宮
史
跡
公
園
内

の
東

早
淵
遺

跡

（
ヽ

‐４３
）
で
す
ｏ

こ
の
う
ち
東
早
淵
遺

跡
で
は
、
旧
石
器
時
代
～
平
安
時
代
の
住
居

跡
な
ど
の
遺
構
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
旧
石

器
時
代
の
局
部
磨
製
石
斧
は
、
関
東

ロ
ー
ム

Ⅳ
層
か
ら
出
土
し
た
、
区
内
で
最
も
古
い
時

期
、
約
三
万
年
前
の
石
器
で
す
。

石
神
井
城
跡
は
、
都
立
石
神
井
公
園
内
に

あ
る
中
世
の
領
主
豊
島
氏
の
城
館
で
、
１５
世

紀
に
太
田
道
灌
に
攻
め
ら
れ
た
城
で
す
が
、

主
郭
の
部
分
は
よ
く
残

っ
て
い
ま
す
。

丸山東遺跡 方形周溝墓

← 丸山東遺跡 方形周溝墓出土
の弥生土器 (上 )・ 首飾 り(下 )

石神井城跡 (1998年発掘調査 土塁頂部から堀
を望む )

尾崎遺跡 縄文時代早期
尖底土器

束早淵遺跡 日石器時代
局部磨製石斧

一
方
、
春
日
町
五
丁
目
の
尾
崎
遺
跡

（
随

９８
）
は
、
春
日
小
学
校
北
側
の
校
庭
に
住
居

跡
や
墓
坑
な
ど
が
埋
め
戻
し
、
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。
校
庭
部
分
は
昭
和

５８
年
東
京
都
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
尾
崎
遺
跡
は
、

旧
石
器
、
縄
文
、
弥
生
、
奈
良
、
平
安
、
中

世
、
近
世
の
多
岐
に
わ
た
る
時
代
の
遺
跡
で

す
。
特
に
縄
文
時
代
早
期
の
尖
底
土
器
は
国

内
で
も
数
少
な
い
完
形
品
で
す
。

残
さ
れ
た
遺
跡
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
遺
跡
に
は
個
性
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
り
ま
す
。
出
土
遺
物
は
小
片
１
点
で
も
い

つ
の
時
代
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

情
報
源
で
す
。
遺
跡
を
保
存
す
る
こ
と
が
最

も
大
切
で
す
が
、
や
む
を
え
ず
開
発
で
消
滅

し
て
し
ま
う
場
合
は
、
事
前
の
発
掘
調
査
を

行
い
、
必
要
な
情
報
を
記
録
し
保
存
し
て
い

く
責
務
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
遺
跡
の
保
存

だ
け
で
な
く
、
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
重
要

で
す
。
発
掘
調
査
の
成
果
は
、
私
た
ち
の
住

む
地
域
や
祖
先
の
歴
史
を
知
る
重
要
な
役
割

を
担

っ
て
い
ま
す
。
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